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■中高生海外派遣事業　……………８～９■中高生海外派遣事業　……………８～９

今月の主な内容今月の主な内容

おいしくな～れ、ヨイショ！
　　（小軽米小学校で行われた『もちフェス2017』。（小軽米小学校で行われた『もちフェス2017』。

関連記事は18～ 19ページに掲載）関連記事は18～ 19ページに掲載）　　



平成29年 (2017) ３月号… 23 696号…広報かるまい

軽米中央地区「いきいきサポートくらぶ」 上新町地区「上新町ふれあい笑タイム」

下新町地区「おであんせクラブ」 小軽米地区「こがるまいふるさと楽校」

向川原地区「ふれあい共食のつどい」 萩田地区「嵐クラブ」

増子内地区「増子内いきいき大学校」 横枕地区「横枕共食友の会」

上円子地区「上円子ふれあい共食」 内城地区「内城ふれあい共食」

小玉川地区「小玉川ふれあいサポート」 下円子地区「創年のたまり場」

晴山地区「晴山ふれあいサポーターズ」 高家地区「輪母の会」

大久保地区「大久保ふれあい会」 高清水地区「高清水ふれあい共食」

〈ふれあい共食事業　実施16地区〉 「
介
護
予
防
」
っ
て

　

な
ん
だ
べ
？

軽米町の人口

約9,600人

そのうち、65歳以上の
高齢者は約3,470人

町民の３人に１人が高齢者

「
健
康
で
生
き
生
き
と
し
た

土
台
づ
く
り
」

　

皆
さ
ん
は
「
介
護
予
防
」
と
い

う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
か
？

　

い
つ
ま
で
も
元
気
に
住
み
慣
れ

た
地
域
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
た

い
…
。
そ
の
た
め
に
は
「
健
康
で

あ
る
こ
と
」
が
大
切
で
す
。
年
齢

を
重
ね
る
と
、
自
分
で
病
院
に
行

く
、
好
き
な
時
に
買
い
物
に
行
く

な
ど
、
当
た
り
前
に
行
っ
て
い
た

こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
き
ま
す
。

そ
れ
で
も
「
子
ど
も
や
孫
の
世
話

に
な
ら
な
い
よ
う
に
生
活
し
て
い

き
た
い
」
と
が
ん
ば
っ
て
い
る
方

が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
い

つ
ま
で
も
元
気
で
生
き
生
き
と
し

た
生
活
を
送
る
た
め
に
、
健
康
な

う
ち
か
ら
要
介
護
状
態
に
な
ら
な

い
よ
う
に
取
り
組
む
こ
と
を
「
介

護
予
防
」
と
言
い
ま
す
。

　

町
で
は
介
護
予
防
を
行
う
人
を

応
援
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
介
護
予
防

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
回

は
ふ
れ
あ
い
共
食
事
業
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
す
。

○病気○病気

○関節疾患・骨折○関節疾患・骨折

○閉じこもり○閉じこもり

○認知症○認知症

○高齢による衰弱○高齢による衰弱

介護が必要になる

きっかけや原因に！

介
護
予
防
事
業
の
紹
介

「
ふ
れ
あ
い
共
食
事
業
」

　

ふ
れ
あ
い
共
食
事
業
は
、
参
加

者
み
ん
な
で
体
操
や
運
動
で
体
を

動
か
し
、
美
味
し
い
ご
飯
を
食
べ

な
が
ら
交
流
す
る
介
護
予
防
事
業

で
す
。
本
年
度
は
町
内
16
地
区
で

開
催
さ
れ
、
地
域
が
主
体
性
を

も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
他

に
も
趣
味
活
動
を
行
う
な
ど
内
容

は
地
区
ご
と
に
自
由
に
企
画
し
て

お
り
、
ど
な
た
で
も
参
加
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

人
と
話
す
こ
と
や
体
を
動
か
す

こ
と
、
ご
飯
を
食
べ
る
こ
と
は
当

た
り
前
の
よ
う
に
感
じ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
認
知
症
予
防
も
含

め
た
「
介
護
予
防
」
と
し
て
と
て

も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

ふ
れ
あ
い
共
食
事
業
は
、
あ
な

た
の
住
ん
で
い
る
地
区
で
も
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機

会
に
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

介
護
に
関
す
る
ご
相
談
は

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
介
護
予
防
を
は
じ
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
相
談
に
対
応
し
て
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

問い合わせ先：軽米町地域包括支援センター

　☎４６－３９０６　ＦＡＸ４８－１０６１

家族だけでの介護が

大変だ！

介護保険のサービスを

受けたいがどうすれば

いいの？

近所の人がいつもと様子が

違っていて心配

虐待の心配が

ある

最近、体が弱ってきて

手助けが欲しい

ふ
れ
あ
い
共
食
事
業　

活
動
紹
介

下新町地区「おであんせクラブ」

風
邪
予
防
に
つ
い
て
の

講
話
を
聞
き
ま
し
た

物忘れや認知症が気に

なる。困っている。

高清水地区「高清水ふれあい共食」

「
熟
年
ピ
ク
ニ
ッ
ク
」
で

フ
ォ
リ
ス
ト
パ
ー
ク
へ

今
年
度
か
ら
手
指
の
運
動

や
体
操
な
ど
を
開
始

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
を
開

催
し
ま
し
た

小軽米地区「こがるまいふるさと楽校」萩田地区「嵐クラブ」

「ふれあい共食事業」？

なんだか、よくわから

ないねえ？
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未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が

議
会
で
町
へ
提
案

議
会
で
町
へ
提
案

　町内の小中学生と高校生が、町づくりについて、町に意見を
述べる軽米町子ども議会が２月22日、軽米町議会議場で開かれ
ました。町内の小中学校、高校から参加した11人の議員が、町
当局に質問を投げかけました。議会を終えて山本町長は「深い
議論ができてよかった。皆さんからいただいた提言を参考に、
町づくりを進めていきたい」と話しました。生徒から出た一般
質問と町の回答をご紹介します。

晴山小６年晴山小６年

　　田代田代晃晃
こうこう

一一
いちいち

君君

音更町はもちろん、近隣
市町村との交流を活発に

　ぼくは、音更町との交流に参
加して新たな出会いと発見があ
りました。
　音更町はもちろんですが、近
隣の市町村との交流事業があれ
ばいいと思います。特産品を使
用した「料理作り体験交流」を
行うことで、市町村同士の交流
や世代間交流につながるのでは
ないでしょうか。

答弁（山本賢一町長）

　軽米町と音更町との交流は、昭和60年10月31日に
姉妹締結をして以来続いていて、今後もいろいろな
形で交流を続けていくこととしています。
　今回提案のあった近隣市町村との交流については、
観光振興など一部で交流を行っていますが、住民を
対象とした交流は、あまり行われていません。「料理
作り体験交流」などは、町の特産である「シリアル（雑
穀）」や「さるなし」などを近隣市町村の皆さんにも
知ってもらういい機会にもなりますし、幅広い年齢
の方の交流の場にもなる大変いい提案だと思います
ので、地域を元気にする取り組みの一つとして参考
にさせていただきたいと思います。

質問者質問者

小軽米小６年小軽米小６年

　　鶴飼鶴飼将将
まさまさ

也也
やや

君君

防災のための植林を

　町では、木が伐採されてい
る山が多く見られます。大雨
が降ると、山から直接たくさ
んの水が流れてきて、土や砂、
石などで道路が埋まったりし、
流木が橋に引っかかり洪水を
引き起こしたりします。
　防災の点から山に植林をし
て木を増やしていった方がい
いと思います。

答弁（山本賢一町長）

　町では、地域住民の緑化に対する意識を高めるた

め、34年前から「グリーンデー」を開催し、町内各

所に苗木の植樹を行ってきました。

　また、「緑の募金」を活用して、町民の方々が公民

館などへ植樹するための苗木の提供も行っています。

　提案のように、これからも伐採した山への植林を

呼びかけ、山の手入れや植林するとき、木材を有効

に利用するための補助金制度の活用など、森林の持

ついろいろな役割が十分に発揮されるよう、健全で

豊かな森林を守っていくための取り組みを進めてい

きたいと考えています。

晴山小６年晴山小６年

　　福田福田柊柊
しゅうしゅう

真真
まま

君君

地元でとれた農産物を
使った健康づくりを

　僕の家は農家で、いろいろ
な野菜を作っています。冬休
みには、祖母から教えてもら
い小麦で水あめを作り、自然
の甘さに驚きました。
　この体験を通じ、町の特産
品を使ったレシピをもっと増
やして、健康に良い料理を提
供できたら良いと思いますが、
町の考えをお聞かせください。

答弁（山本賢一町長）

　町では、シリアル（雑穀）、エゴマ、さるなしなど
健康に良い食材が数多く生産されています。
　シリアルは食物繊維やカルシウム、鉄分などが多
く大腸がん予防や糖尿病予防、動脈硬化などに効果
があり、特産品を活用して「糖尿病予防と脳卒中の
予防」を町民の健康づくりの目標に、病気の予防教
室や料理教室を開催しています。
　福田君のご意見を参考に、これからは町の特産品
を使った健康に良い料理のレシピを伝え、家庭の食
事がより健康によいものとなっていくよう、普及方
法を考えていきたいと思います。

質問者質問者

軽米小６年軽米小６年

関向関向優優
ゆうゆう

真真
まま

君君

再生可能エネルギーへ
今後どう取り組むか

　軽米小学校では、太陽光、風
力、地中熱などの自然をうま
く利用した再生可能エネルギー
（以下再エネ）発電をしています。
　ぼくは、再エネ発電は、とて
もエコで環境に優しいので続け
ていってほしいと思います。
　軽米町では、再エネについて
今後どのように取り組んでいく
のか、考えを教えてください。

答弁（山本賢一町長）

　お話のとおり、再生可能エネルギーは、とてもエ
コで環境に優しいエネルギーだと思います。
　町では、平成27年に、「軽米町再生可能エネルギー
発電の促進による農山村活性化計画」を作りました。
　この計画は、軽米町で行う再生可能エネルギーに
よる発電設備の整備について農林業で使う土地利用
との調整を行うことによって町の活性化につなげよ
うとするものです。
　再生可能エネルギー事業の促進は、農林業の振興
だけでなく、税収を増やし、雇用を拡大するなどに
大きな効果をもたらすものですので、今後も着実に
進めて参りたいと考えています。

質問者質問者

軽米小６年軽米小６年

外川外川結結
ゆゆ

月月
づきづき

さんさん

街路灯や歩道の整備を

　外川目に下る坂と役場から高
校の裏に上がる道に街路灯を増
やすことは可能でしょうか。
　また、みんながもっと安全に
歩行できるよう、歩道の充実や
除雪時の対策はできないでしょ
うか。

答弁（山本賢一町長）

　町で設置できる街路灯は、各集落ごとに８世帯に
１基と決めており、それ以上は各集落で設置してい
ただいていますが、交通安全対策、防犯対策の面か
らも街路灯の必要性は十分理解しているところです。
今後も地域と連携し、設置を進めていきたいと考え
ています。
　歩道整備については、指摘や要望をいただき調査
を行い、緊急性の高いものから整備を行っています
が、整備の間に合わないところは交通指導員やスクー
ルガードなど地域の皆さんの協力を得ながら安全対
策を実施しています。除雪に関しても、今後もみな
さんが安心して歩けるよう努力していきます。

質問者質問者

小軽米小６年小軽米小６年

榿澤榿澤美美
みみ

佑佑
ゆゆ

さんさん

一人暮らしのお年寄り
見守る体制作りを

　町には、一人暮らしのお年
寄りがたくさんいます。中に
は足腰が弱ってうまく動かな
いなど大変な生活をしている
人も多いと思います。
　災害に備えて町民全体でお
年寄りをサポートするための

「お年寄りマップ」の作成や、
暮らしを手助けするボラン
ティア活動を提案します。

答弁（山本賢一町長）

　町では「軽米町地域防災計画」のもと、災害時要

援護者支援台帳を整備するとともに、マップも作成

しています。

　今後も地域の方々と共に自主防災意識の高揚を図

りながら、一人暮らし高齢者や認知症の方への見守

り体制を強化し生活支援を推進していきます。

　ボランティア活動については、榿澤さんが話され

たように「町に住む人たちが少しでも一人暮らしの

お年寄りの手助けができる」よう、町の社会福祉協

議会などと連携しながら、町民の参加を呼び掛けて

いきたいと思います。

質問者質問者質問者質問者

軽米町生涯学習の町宣言30周年記念事業軽米町生涯学習の町宣言30周年記念事業

産業振興など活性化に
つなげたい地域と連携し進めていく

見守り体制を強化していく豊かな森林を守っていく

提言を参考にして
交流を考えたい

健康に良いレシピの
普及を考えたい
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地域と家庭での教育を語る新妻さん

　

町
教
育
振
興
運
動
集
約
集
会
が
２

月
20
日
、
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

教
育
振
興
運
動
は
、
地
域
の
教
育

課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、子
ど
も
・

保
護
者
・
学
校
・
地
域
・
行
政
の
５

者
が
連
携
し
て
進
め
る
運
動
で
、
集

約
集
会
で
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
表
彰
や
各
実
践

区
の
活
動
発
表
が
行
わ
れ
、
住
民
運

動
と
し
て
軽
米
町
民
の
意
識
と
実
践

意
欲
の
充
実
を
目
指
し
ま
す
。

　

生
涯
学
習
の
町
宣
言
30
周
年
記
念

講
演
会
で
は
、
県
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
生
涯
学
習
参
与
の
新
妻
二
男
さ

ん
が
「
子
ど
も
の
成
長
・
発
達
と
大

人
（
地
域
）
の
役
割
」
の
テ
ー
マ
で

講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

新
妻
さ
ん
は
「
子
ど
も
に
と
っ

て
、
家
庭
・
地
域
・
学
校
は
選
び
よ

う
が
な
い
も
の
。
学
校
は
教
育
の
専

門
機
関
で
あ
り
、
教
え
る
教
師
も
免

許
を
持
っ
た
教
育
の
プ
ロ
。
だ
か
ら

こ
そ
、
学
校
と
い
う
場
は
勉
強
や
ス

ポ
ー
ツ
に
集
約
さ
れ
が
ち
で
、
あ
る

意
味
仕
方
が
な
い
と
も
言
え
る
。
し

地
域
や
家
庭
で
の
教
育
に

特
別
な
こ
と
は
必
要
な
い

町
教
育
振
興
運
動
集
約
集
会

軽米中１年軽米中１年

　　圃田圃田咲咲
ささ

弥弥
やや

さんさん

温泉宿泊施設を活用した
町おこしを

　軽米町では、ハイキューフォ
トロケーションなどで町おこし
をしているが、宿泊施設が少な
いと思います。
　温泉のある宿泊施設を建設し
てハイキューオリジナルグッズ
やシリアル商品の販売、体験農
園や資料館を併設し町おこしが
できないか伺います。

答弁（山本賢一町長）

　ご提案のありました温泉付き宿泊施設は、町の産
業や観光開発においてとても魅力的な施設であると
思います。
　一方で町には、古くなった図書館や中央公民館な
どの教育施設や老人福祉施設など、更新をしていか
なければいけない公共施設が多くあり、財政的には
大変厳しい状況にあります。
　このような状況から、温泉付き宿泊施設を直ちに
建設することは難しいのですが、提案を参考にし、
工夫したイベント開催による町の活性化を図るとと
もに、シリアルメニューの開発や町の物産館などで
の特産品の販売促進に努めて参りたいと思います。

質問者質問者

軽米中２年軽米中２年

　　杉浦杉浦 彪彪
ひょうひょう

吾吾
ごご

君君

市日を活用したまちづくり

　活気あふれる町にするため、
市日の活用を提案します。
　市日を盛り上げるため、「市
日マップ」をつくり、町内外
に周知を図るとともに出店者
に助成し、集客力を図ること
により商店街の活性化を図る
考えがないか伺います。

答弁（山本賢一町長）

　最近の市日の様子を見ると、人口の減少や高齢化

の中で、昔ほどの人出や賑わいがなくなっているよ

うにも思います。

　杉浦君の提案は、市日をいろいろな工夫で盛り上

げて、商店街の活性化につなげてはどうかという提

案であり、良い着眼点と感心しています。

　現在の市日は、町外の業者が大町、元屋町周辺に

露店を出す形となっていますが、町内の商店主の方々

とも相談しながら、市日の活用について検討すると

ともに、杉浦君の提案などを参考にしながら、市日

が今後とも継続し、町の賑わい創出につながるよう

必要に応じて支援をして参りたいと考えております。

花の町かるまいの計画は

　花の町かるまいという言葉
を耳にします。チューリップ
や芝桜などもあるが、町の中
心部には花が少なく、イベン
ト以外で花を探すのは難しい
と感じます。
　そこで「花の町」にふさわ
しい町づくりの考え方と「花
の町」となるための計画につ
いて伺います。

答弁（山本賢一町長）

　ご指摘のとおり、季節によっては町中心部に花が
少ないと感じられる時もあると思いますが、花壇の
ない場所でも各家庭や施設でプランターへの植栽な
どをしておりますので、ぜひ観察していただきたい
と思います。
　町では、フォリストパークや町の教育機関、保育
園でのチューリップの植栽、ハートフル・スポーツ
ランドへの芝桜の植栽などを行っております。
　今後も「花いっぱいビューティ軽米推進コンクー
ル」への参加を呼びかけていくとともに、地域花壇
が増えるように軽米町地域活動支援事業費補助金な
どの制度の活用を周知して参ります。

質問者質問者

軽米中２年軽米中２年

　　兼田兼田愛愛
めめ

唯唯
いい

さんさん

自然をメインとした
町の活性化を

　軽米の豊かな自然にふれあ
うウオークラリーに史跡巡り
やシリアルを活用した料理体
験を組み入れたツアーなどを
企画し、交流人口の拡大と町
の活性化を図る考えがないか
伺います。

答弁（山本賢一町長）

　史跡巡りを取り入れたウオークラリーなどで子ど

もたちに町をより深く理解してもらうことや訪れた

方々にシリアルを使った料理体験の機会を提供する

ことで、町の魅力を発信し、交流人口の拡大と町の

活性化を図ろうとする、大変建設的な提案で、深く

感心したところです。

　今後、軽米を魅力のある町にするためには、住民

が町の文化や特産品などに誇りを持ち、訪れた人た

ちを優しくもてなすことが大切だと思います。季節

ごとにいろいろなイベントを行っていますので、皆

さんからのアイデアを取り入れながら交流人口を増

やしていきたいと思います。

軽米高２年軽米高２年

　　松本松本梨梨
りり

恵恵
ええ

子子
ここ

さんさん

子ども議会の議長を務めて

　小学生もすごく立派な意見
や提案ですばらしいと思った。
　私たち生徒会役員だけでな
く、一般の高校生もそれぞれ
自分なりの意見や考えを持っ
ていると思う。今回は議長を
やらせてもらったが、町長を
はじめ町の大人と高校生が話
せる場があれば、もっといい
町づくりができるのではない
か、と議員として提案したい。

軽米高１年軽米高１年

　　大鳥大鳥直直
なおなお

樹樹
きき

君君

人口減少対策、軽米高校存続
対策について伺う

　私は、高校の存続に危機感を抱き、
現状改善に少しでも貢献したいとい
う思いから生徒会長に立候補しまし
た。母校軽米高校が何年も存続して
ほしいという思いで活動しています。
　そこで、町の人口減少対策として
どのような対策をとり、どのような
効果が上がっているのかを町長に、
軽米高校の存続のためにどのような
対策をお考えか教育長に伺いたい。

答弁（山本賢一町長）

　町では、保育料の減免や第２子以降の無料化、高

校生までの医療費の無料化などの子育て支援の充実

や町内企業への雇用に関する補助など、人口流出に

歯止めをかけようと取り組んでいるところです。

　また、平成27年には「軽米町人口ビジョン・総合

戦略」を策定し、これまでの対策に加え、若者用定

住促進住宅の整備や、まちなか交流駅の整備などの

対策を計画しています。これらの対策には「重要業

績評価指数」という目標が設定されており、毎年そ

の実績を検証しながら人口減少に歯止めをかけたい

と考えています。

答弁（菅波俊美教育長）

　軽米高校は現在、１学年２学級です。平成27年度

に県教育委員会が策定した「新たな県立高等学校再

編計画」では学級数削減の対象とはなりませんでし

たが、入学者は年々減少しており、相当の危機感を

持っています。

　町では、通学費や給食費への補助や外部講師によ

る学習会の開催をはじめとした様々な支援を行って

いるところです。

　今後も町民の皆さまのご協力をいただきながら、

軽高の存続・充実に向けての機運を町全体で高めて

いきたいと考えています。

質問者質問者 質問者質問者 質問者質問者

か
し
、
地
域
や
家
庭
ま
で
そ
う
で
あ

る
必
要
は
な
い
。
家
族
や
地
域
の
人

は
特
別
に
教
育
の
プ
ロ
で
は
な
い
の

だ
か
ら
、
そ
の
家
独
自
の
き
ま
り
ご

と
、
規
則
が
あ
っ
て
当
然
だ
と
思
う

が
、
最
近
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。
人
が
人
に
関
わ
る
こ

と
で
人
は
人
に
な
る
。
ど
ん
な
大
人

で
あ
っ
て
も
ロ
ボ
ッ
ト
に
は
代
え
ら

れ
な
い
。
だ
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
に

は
家
庭
や
地
域
の
み
ん
な
で
声
を
か

け
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
」
と
学

校
以
外
の
場
で
の
教
育
に
つ
い
て
話

し
ま
し
た
。

軽米高２年軽米高２年

　　野中野中麻麻
まま

衣衣
いい

さんさん

アイデアを生かし交流を
増やしたい町の賑わいにつなげたい

施設整備は難しいが
イベントを工夫したい

町施設や各家庭での
参加を広げたい

危機感を持って存続を
支援

子育て支援のほか、
交流拠点を整備

‐軽米町生涯学習の町宣言30周年記念事業‐

議長議長
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笹淵　永
と

遠
わ

くん

（軽米中２年）
角田　恵

え

理
り

さん

（軽米中２年）

工藤　にちかさん

（軽米中２年）
向駒木　雪

ゆき

さん

（軽米中２年）

ア
メ
リ
カ
に
壁
は
な
い

　

本
来
私
の
研
究
テ
ー
マ
は
「
ア
メ
リ
カ

と
日
本
の
食
文
化
の
違
い
に
つ
い
て
」
で

し
た
。
し
か
し
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
で
ア
メ
リ
カ
の
食
文
化

に
は
あ
ま
り
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
突
き
止
め
た
い
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
人
種
や

宗
教
、考
え
方
を
受
け
止
め
る
文
化
で
す
。

　

日
本
で
、
も
し
電
車
や
道
路
で
違
う
国

の
人
を
見
か
け
た
ら
私
は
つ
い
そ
の
人
を

見
て
し
ま
い
ま
す
。
珍
し
い
も
の
を
見
る

目
で
、
無
意
識
の
う
ち
に
彼
ら
と
距
離
を

置
い
て
し
ま
う
の
で
す
。

　

し
か
し
、ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に「
ポ
ー

ト
ラ
ン
ド
に
住
ん
で
、
人
々
の
接
し
方
な

ど
に
差
別
を
感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す

か
？
」
と
聞
い
た
と
こ
ろ
「
こ
こ
の
人
た

ち
は
み
ん
な
優
し
い
し
、
ア
メ
リ
カ
は
私

た
ち
の
よ
う
な
違
う
国
の
人
と
現
地
の
人

と
の
壁
は
ほ
と
ん
ど
な
い
ん
だ
よ
」
と

笑
っ
て
い
た
の
で
ア
メ
リ
カ
は
と
て
も
素

晴
ら
し
い
国
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

扉
を
開
放
し
て
気
持
ち
も
共
有

　

私
の
研
究
テ
ー
マ
は
「
生
活
の
仕
方
の

違
い
に
つ
い
て
」
で
し
た
。

　

そ
の
中
で
分
か
っ
た
こ
と
。
ア
メ
リ
カ

の
人
々
は
マ
イ
ペ
ー
ス
で
し
た
。こ
れ
は
、

時
間
に
対
し
て
ル
ー
ズ
と
い
う
こ
と
で
は

な
く
、
自
分
の
ペ
ー
ス
を
ち
ゃ
ん
と
持
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

二
つ
目
は
、家
で
の
生
活
様
式
で
し
た
。

ド
ア
は
基
本
開
け
っ
放
し
で
、
最
初
は
少

し
抵
抗
を
感
じ
ま
し
た
。
人
に
見
ら
れ
て

い
る
気
が
し
て
嫌
で
し
た
。
し
か
し
、
だ

ん
だ
ん
と
慣
れ
、
日
が
経
っ
た
と
い
う
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
が
、「
共
有
す
る
」
と

い
う
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
あ
え
て
開
放
的
に
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
物
だ
け
で
な
く
、
気
持
ち
も
共

有
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

三
つ
目
は
、
食
事
の
仕
方
で
す
。
ア
メ

リ
カ
で
は
皿
を
持
た
な
い
。
異
文
化
に
慣

れ
る
た
め
、
な
る
べ
く
持
た
な
い
よ
う
努

力
し
ま
し
た
が
２
、
３
回
ほ
ど
皿
を
持
っ

て
し
ま
い
悔
し
い
体
験
を
し
ま
し
た
。

性
格
の
大
き
な
違
い
感
じ
た

　

私
の
研
究
テ
ー
マ
は
「
文
化
や
生
活
の

違
い
を
学
ぶ
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

ま
ず
は
学
校
や
家
の
中
で
の
違
い
で

す
。
ア
メ
リ
カ
の
学
校
は
日
本
と
違
っ
て

制
服
は
な
く
、
生
徒
は
私
服
。
一
人
ひ
と

り
に
ロ
ッ
カ
ー
が
あ
り
、
そ
こ
に
荷
物
や

教
科
書
を
入
れ
て
い
ま
し
た
。

　

家
で
は
、
使
用
し
て
い
な
い
部
屋
の
扉

は
開
け
て
い
て
、
寝
る
時
も
閉
め
な
い
の

が
普
通
で
し
た
。

　

一
番
の
違
い
は
、
人
々
の
性
格
だ
と
思

い
ま
し
た
。
日
本
人
は
、
言
葉
を
選
ん
で

相
手
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
遠
回
し
に
言

う
人
が
多
い
で
す
が
、
ア
メ
リ
カ
の
人
は

思
っ
た
こ
と
を
は
っ
き
り
と
言
葉
や
行
動

で
表
し
て
い
ま
し
た
。
自
分
の
意
見
を

は
っ
き
り
と
伝
え
る
こ
と
や
明
る
く
社
交

的
な
性
格
は
、
あ
ま
り
自
分
の
意
見
を
言

え
ず
、
内
気
な
性
格
の
私
と
は
全
く
反
対

で
、
見
習
う
べ
き
点
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
こ
れ
か
ら

の
生
活
に
い
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。

適
応
す
る
力
が
身
に
つ
い
た

　

僕
は
、
英
語
が
あ
ま
り
得
意
で
は
な
い

た
め
、
と
て
も
不
安
は
あ
り
ま
し
た
が
、

前
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
行
き
た
か
っ
た
の
で

英
語
を
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　

バ
レ
ー
カ
ソ
リ
ッ
ク
高
校
で
は
授
業
を

一
緒
に
受
け
る
機
会
を
も
ら
い
ま
し
た

が
、
ア
メ
リ
カ
と
日
本
の
授
業
ス
タ
イ
ル

は
全
然
違
う
の
で
驚
き
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
学
ん
だ
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
一
つ
目
は
、
積
極
的
に
話
す
こ
と

の
大
切
さ
で
す
。
自
分
か
ら
す
す
ん
で
話

し
か
け
な
い
と
、
自
分
が
思
っ
て
い
る
こ

と
を
伝
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
は

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
身
を
も
っ
て
実
感
し
ま

し
た
。
二
つ
目
は
、
適
応
す
る
力
を
つ
け

る
こ
と
の
大
切
さ
で
す
。
ア
メ
リ
カ
の
生

活
に
馴
染
む
た
め
に
日
本
で
の
生
活
ス
タ

イ
ル
や
考
え
を
変
え
、
そ
の
家
の
ル
ー
ル

に
合
わ
せ
た
生
活
を
し
ま
し
た
。
結
果
、

自
分
か
ら
も
話
し
か
け
る
こ
と
が
で
き
た

し
、
相
手
の
伝
え
た
い
こ
と
も
分
か
り
、

よ
り
よ
い
関
係
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

-- 中高生海外派遣事業  中高生海外派遣事業 --

　軽米町と一戸町が合同で実施している中
高生海外派遣事業が１月９日から16日ま
で、アメリカ合衆国西海岸のオレゴン州
ポートランド近郊で行われました。ホスト
ファミリー宅でのホームステイなどの研修

清藤　真
ま

名
な

さん

（軽米高２年）
野中　麻

ま

衣
い

さん

（軽米高２年）

～異文化に触れ大きく成長～～異文化に触れ大きく成長～

ア
メ
リ
カ
の
保
育
環
境
を
学
ぶ

　

私
の
研
修
テ
ー
マ
は
「
ア
メ
リ
カ
の
保

育
環
境
に
つ
い
て
」
で
す
。
私
は
保
育
士

に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
ア
メ

リ
カ
の
保
育
環
境
に
つ
い
て
知
り
た
い
と

思
い
、
こ
の
テ
ー
マ
を
設
定
し
ま
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
幼
稚
園
に
い
る
時
間
が

３
時
間
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
少

し
し
か
時
間
が
な
い
の
で
、
そ
の
短
時
間

の
中
で
子
ど
も
た
ち
は
い
ろ
い
ろ
な
物
事

に
集
中
し
て
取
り
組
め
る
そ
う
で
す
。

　

家
で
の
子
ど
も
の
し
つ
け
方
に
つ
い
て

ホ
ス
ト
マ
ザ
ー
に
聞
く
と
、
一
般
的
に
子

ど
も
に
対
し
て
怒
る
の
で
は
な
く
、
褒
め

て
し
つ
け
る
そ
う
で
す
。
褒
め
て
伸
ば
す

方
法
は
子
ど
も
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
ど

ん
ど
ん
高
め
る
や
り
方
で
い
い
な
と
思
い

ま
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
の
保
育
に
つ
い
て
現
地
の
人

に
聞
い
た
り
で
き
る
の
は
貴
重
な
体
験
な

の
で
、
学
ん
だ
こ
と
を
今
後
の
学
習
に
活

か
し
て
い
け
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
で
す
。

ア
メ
リ
カ
と
日
本
の
高
校
の
違
い

　

バ
レ
ー
カ
ソ
リ
ッ
ク
高
校
で
１
日
過
ご

し
て
、
ア
メ
リ
カ
と
日
本
の
高
校
の
様
々

な
違
い
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

建
物
に
お
け
る
大
き
な
違
い
は
敷
地
や

校
舎
の
大
き
さ
で
す
。
ア
メ
リ
カ
の
高
校

の
方
が
圧
倒
的
に
大
き
か
っ
た
で
す
。
ま

た
、
校
舎
内
は
キ
リ
ス
ト
教
の
学
校
だ
っ

た
こ
と
も
あ
り
小
さ
な
教
会
が
あ
り
ま
し

た
。

　

授
業
は
、
日
本
と
違
っ
て
先
生
が
教
室

に
来
る
の
で
は
な
く
、
生
徒
が
授
業
を
受

け
る
先
生
の
教
室
に
行
く
と
い
う
形
で
し

た
。
他
の
派
遣
団
員
に
授
業
の
様
子
を
聞

い
て
み
る
と
、
皆
口
を
そ
ろ
え
て
「
生
徒

が
授
業
に
対
し
積
極
的
で
楽
し
そ
う
だ
っ

た
」
と
答
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
気
軽
に
あ
い

さ
つ
を
し
合
っ
て
い
ま
し
た
。
私
も
知
ら

な
い
生
徒
に
あ
い
さ
つ
を
さ
れ
て
嬉
し

か
っ
た
の
で
、
あ
い
さ
つ
は
心
の
距
離
を

縮
め
る
行
為
だ
と
思
い
ま
し
た
。

バレーカソリック高校で記念撮影。大雪のため、登校できたバレーカソリック高校で記念撮影。大雪のため、登校できた

のはこの日だけでした。のはこの日だけでした。

を行った生徒たち。遠く異国の地で、文化
の違いを体験した驚きや国境を超えた人と
人とのつながりの感想などを報告した内容
を紹介します。（活動報告書から抜粋して
います）
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大舞台での活躍を表彰大舞台での活躍を表彰

-町体育協会表彰-

　県大会などで顕著な成績を収めた競技者・競技団

体に贈られる町体育協会表彰の表彰式が、２月４日

の生涯学習フェスティバルの会場で行われ、４競技

団体と個人 24 人に対し、賞状と記念品が贈られま

した。表彰者は以下のとおりです。（敬称略）

スポーツの分野で活躍された受賞者の皆さん
【優秀選手・優秀団体】

陸上競技

福田　竜
たつ

也
や

軽米高校３年

松浦　良
りょう

太
た

軽米高校３年

工藤　悠
ゆう

雅
が

軽米高校３年

剣道

佐藤　公
なお

美
み

福岡高校１年（軽米中）

小笠原　美
み

紀
き

福岡高校１年（軽米中）

大橋　宏
こう

丞
すけ

軽米中学校３年

長内　 雅
みやび

軽米中学校３年

佐々木　敦
あつ

美
み

町剣道協会

ソフト
テニス

滝沢　怜
さと

実
み

花巻南高校３年（軽米中）

於本　虹
にじ

愛
な

花巻南高校２年（軽米中）

於本　萌
み

吹
ぶき

軽米中学校３年

紫葉　美
み

玲
れい

軽米中学校３年

町ソフトテニス協会

玉舘 誠
まこと

監督、外川悟
さと

美
み

、日山美
み

津
つ

代
よ

、工

藤 杏
きょう

夏
か

、小野寺瞳
ひとみ

、中村綾
あや

美
み

、小林笑
え

美
み

子
こ

、小笠原万
ま

里
り

那
な

、中里麻
あさ

乃
の

卓球

比嘉　龍
りゅう

武
たけ 盛岡峰南高等支援学校３年

（旧晴山中）

屋敷　 大
やまと

軽米中学校１年

池端　皇
こう

軽米中学校１年

（　）内は出身中学

卓球

小笠原　 涼
りょう

馬
ま

埼玉工業大学（旧晴山中）

軽米中学校卓球部男子

西山幸
こう

司
じ

監督、稲森颯
はやて

、大下光
こう

輝
き

、一條慶
けい

太
た

、君成田知
とも

也
や

、屋敷大
やまと

、池端皇
こう

、山田晟
せい

也
や

、田名部瑞
みず

貴
き

軽米中学校卓球部女子

関端建
たけ

成
なり

監督、高柳里
り

佳
か

子
こ

、田代明
あか

莉
り

、長

者森あかり、小平夢
ゆめ

夏
か

、小林美
み

慶
ちか

、袰主花
は

菜
な

、笹山さくら、鶴飼穂
ほの

香
か

バスケッ
トボール

大崎　拓
たく

真
ま

盛岡南高校３年（軽米中）

水泳 宮本　穂
ほ

生
つき

軽米中学校３年

パーク
ゴルフ 川島　勇

ゆう

太
た

郎
ろう

町パークゴルフ協会

アイス
ホッケー

　南　　壮
そう 株式会社ＮＩＰＰＯ

（旧晴山中）

　南　海
かい

靖
せい

東海大学（旧晴山中）

　南　　慧
けい

立命館大学（旧晴山中）

ゲート
ボール

田代　寿
かず

麻
ま

町ゲートボール協会

町ゲートボール協会

奥谷克
かつ

吉
よし

、関向光
みつ

幸
ゆき

、安藤ユウ子、田代寿
かず

麻
ま

、蛇口久
ひさ

夫
お

、田澤 忠
ちゅう

孝
こう

、田名部 誠
まこと

ボウリング 小松　信
のぶ

義
よし

町勢の発展に貢献

各分野で輝かしい活躍を見せた表彰者の皆さん

平成28年度町表彰式典

　平成 28 年度の町表彰式典が２月 17
日に開催され、消防団活動やスポーツ・
文化での功績など町の発展に貢献され
た９人が表彰されました。表彰された
方は下のとおりです。

【消防功労賞】

　　福田寿
ひさ

雄
お

さん（上野場）、高柳文
ふみ

昭
あき

さん（高

　　柳）、　田中祐
ゆう

典
すけ

さん（笹渡）、苅谷稔
みのる

さん

　　（苅敷山）

　　　永年、町消防団員として尽力

【優秀選手賞】

　　福田竜
たつ

也
や

さん（上野場）

　　　第 68 回岩手県高等学校総合体育大会及

　　び第 68 回岩手県民体育大会兼国民体育大

　　会選考会の男子ハンマー投げ種目で優勝

【スポーツ栄誉賞】

　　佐々木敦
あつ

美
み

さん（蓮台野）

　　　第 38 回全日本高齢者武道大会剣道競技

　　女子個人戦及び団体戦で優勝

　

第
26
回
日
専
連
全
国
児
童
版
画
コ
ン

ク
ー
ル
の
盛
岡
地
区
作
品
展
（
協
同
組
合

日
専
連
盛
岡
主
催
）
で
、
小
軽
米
小
学
校

３
年
の
福
田
梨
琴
さ
ん
の
作
品
「
ナ
イ
ス

シ
ュ
ー
ト
」
が
日
専
連
盛
岡
理
事
長
賞
に

選
ば
れ
ま
し
た
。

　

同
賞
を
受
け
た
福
田
さ
ん
は
「
シ
ュ
ー

ト
を
打
つ
時
の
手
の
形
が
難
し
く
て
、
先

生
と
一
緒
に
ジ
ャ
ン
プ
し
な
が
ら
形
を
確

か
め
た
。
お
兄
ち
ゃ
ん
も
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
を
し
て
い
る
の
で
、
ま
た
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
作
品
に
挑
戦
し
て
み
た

い
。
今
度
は
私
が
シ
ュ
ー
ト
を
止
め
る
方

を
作
り
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

コ
ン
ク
ー
ル
に
は
県
内
27
校
か
ら

５
２
１
点
の
応
募
が
あ
り
、
福
田
さ
ん
の

作
品
を
含
め
た
入
賞
と
入
選
の
１
０
０
点

が
２
月
の
全
国
審
査
に
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

福
田
梨り

琴こ

さ
ん
（
小
軽
米
小
）
が

版
画
で
日
専
連
盛
岡
理
事
長
賞

作
品
を
手
に
す
る
福
田
さ
ん

【スポーツ栄誉賞】

　　比嘉龍
りゅう

武
たけ

さん（観音林東）

　　　第 16 回全国障害者スポーツ大会卓球競

　　技で金メダル

【文化功労賞】

　　工藤敬一さん（和当地）

　　　永年、山内神楽の伝承に尽力したほか、

　　町郷土芸能保存会会長としての功績

【その他の功績賞】

　　阿部昭
あき

典
のり

さん

　　　平成 28 年ふるさと支援寄付（ふるさと

　　納税）として町に多額の寄付

　

第
28
回
読
書
感
想
画
岩
手
県
コ
ン
ク
ー

ル
（
県
学
校
図
書
館
協
議
会
主
催
）
で
軽

米
小
学
校
３
年
の
若
山
雫し

ず
くさ

ん
の
作
品

「
こ
ん
な
メ
ガ
ネ
が
あ
っ
た
ら
い
い
な
」

が
小
学
校
低
学
年
の
部
自
由
読
書
部
門
の

最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

２
月
22
日
に
は
同
校
の
全
校
朝
会
で
表

彰
式
が
行
わ
れ
、
若
山
さ
ん
は
「
主
人
公

の
女
の
子
が
め
が
ね
を
か
け
る
の
を
嫌

が
っ
て
い
た
の
で
、
こ
の
め
が
ね
を
か
け

て
元
気
に
な
っ
て
ほ
し
か
っ
た
」
と
作
品

へ
の
思
い
を
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
優
良
賞
に
は
同
じ
く
３
年
の
竹

花
瑠る

香か

さ
ん
の
「
５
匹
で
力
を
合
わ
せ
て

行
っ
た
み
ず
う
み
」が
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

若
山
雫し

ず
くさ

ん
（
軽
米
小
）

読
書
感
想
画
で
県
最
優
秀
賞

賞状を手に作品の横に並んで笑顔の若山さん
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　ふれあい交流館で「音更の小麦で美

味しいうどん作り教室」が開かれまし

た。参加した７人は講師の三口順一さ

んに教わりながら小麦をこねて生地を

作ったり、めん棒で伸ばしたりしまし

た。完成したうどんは、ぶっかけにし

て味わいました。

音更町だより

昭和60年10月31日姉妹提携

手
打
ち
う
ど
ん
に
挑
戦
！

◆皆さんの地域の話題や情報をお待ちしています。
　総務課広報担当（☎４６－２１１１・内線２０９）までご連絡ください

　軽米小学校（三浦由
よし

和
かず

校長、児童236人）の５年

生44人が２月15日、自分たちで苗植えから収穫、

搾油まで行ったエゴマを使った調理実習を行いまし

た。搾油後のエゴマを粉末にしたパウダーを練り込

んだ生地とつゆにエゴマ油を使用したひっつみを作

りました。細谷地心
しん

哉
や

くんは「ごぼうが固くて切る

のが難しかった。家ではごみ捨て係だけど、料理も

してみたい」と実習で感じた調理の楽しさを話しま

した。

エゴマ料理を堪能
軽米小でエゴマの調理実習

エゴマパウダーで作ったひっつみを鍋に投入

実習ではよろしくね
軽米保育園で実習予定の学生がボランティア

大切に使ってください
小軽米小で車いすを贈呈

園児たちとふれあう中野さん（左写真）と長内さん（右写真）

江刺家理事長（写真中央右）に車いすを贈る小軽米

小学校環境ボランティア委員会の皆さん

　盛岡大学短期大学部幼児教育科の長内葵
あおい

さんと中

野鈴
すず

奈
な

さん（ともに軽米町出身）が２月13日から

３日間、軽米保育園を訪れ、８月に行う同園での保

育実習を前に、ボランティア活動を行いました。子

どもたちと遊んだり、給食の準備をしたりと大忙し

の２人。長内さんは「実習まではピアノの練習を頑

張りたい。実習では、たくさんの子がそれぞれに動

くので、上手にまとめられるよう言葉がけなどを頑

張ります」と夏に向け意欲を見せました。

　小軽米小学校（藤本 実
みのる

校長、児童68人）が２月

21日、ＮＰＯ法人清
せい

流
りゅう

（江刺家兵
ひょうたろう

太郎理事長）が運

営するデイサービスセンターせせらぎに車いすを贈

呈しました。同校のボランティア活動の一環でアル

ミ缶を回収した売上金で購入したものです。環境ボ

ランティア委員長の田澤健
けん

太
た

君は「（児童の）皆さ

んの協力で車いすを購入することができました。せ

せらぎの利用者の方たちに笑顔になってほしい」と

あいさつし、江刺家理事長に車いすを送りました。

　

２
月
10
日
に
二
戸
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
で
開

催
さ
れ
た
二
戸
地
方
農
林
水
産
振
興
大
会

で
、
町
内
の
３
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
賞
と
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
町
民
の
み
紹
介
）

農
林
業
・
農
山
村
等
活
動
部
門

　

明
日
を
拓
く
担
い
手
賞

　
　
　

円
舘　

勝ま
さ

弘ひ
ろ

さ
ん
（
山
内
駒
木
）

功
労
部
門

　

葉
た
ば
こ
部
門

　
　
　

川
口　

正ま
さ

雄お

さ
ん
（
蛇
口
）

飼
料
用
米
多
収
コ
ン
ク
ー
ル

　

優
秀
賞

　
　
　

宮
川　

豊
ゆ
た
か

さ
ん
（
上
円
子
）

二
戸
地
方
農
林
水
産
振
興
大
会

町
内
か
ら
３
人
が
受
賞

飼料用米多収コンクー

ル優秀賞を受賞した宮

川豊さんの妻、沙
さ

奈
な

枝
え

さん（左写真）

　第39回町長杯卓球大会が２月５日、町民体育館で

開催されました。町内外から約210人が参加し、町内

選手が活躍しました。各部門の上位入賞者は次のとお

りです。（町民のみ、敬称略)

▼ホープスミニ男子

　　優勝　　山下仁
じん

楠
な

（晴山小４年）

　　準優勝　福田友
ゆう

輝
き

（　同　３年）

　　第３位　佐藤憐
れん

哉
や

（　同　３年）

　　　　　　泉山叶
かな

多
た

（軽米小４年）

▼ホープスミニ女子

　　第３位　向屋敷苺
まい

（小軽米小４年）

▼ホープス男子

　　優勝　　澤上悠
はる

空
く

（晴山小５年）

　　準優勝　田代侑
ゆう

司
し

（　同　５年）

　　第３位　佐藤暖
ひな

翔
と

（　同　５年）

　　　　　　田代晃
こう

一
いち

（　同　６年）

▼カデット男子

　　優勝　　屋敷大
やまと

　（軽米中１年）

　　第３位　大下光
こう

輝
き

（　同　２年）

　　　　　　稲森颯
はやて

　（　同　２年）

ホープスミニの部優勝の山下仁楠君（左から１人目）

とホープスの部優勝の澤上悠空君（同３人目）

町 長 杯 卓 球 大 会 結 果町 長 杯 卓 球 大 会 結 果

　

第
39
回
町
総
合
体
育
大
会
卓
球
競
技
第

36
回
大
会
が
２
月
19
日
に
町
民
体
育
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
内
８
チ
ー
ム
、
１

１
９
人
が
出
場
し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。

　

上
位
チ
ー
ム
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
上
位
結
果
（
○
に
数
字
は
順
位
）

【
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
】
①
山
内　

②
観
音
林

　

③
笹
渡

【
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
】
①
軽
米
中
央

　

②
上
舘
連
合　

③
増
子
内

町
総
体
卓
球
競
技

山
内
・
軽
米
中
央
が
優
勝

Ｂブロック優勝の軽米中央チーム

Ａブロック優勝の山内チーム

葉たばこ部門で功労表

彰を受けた川口さん

（右写真）

▼カデット女子

　　第３位　笹山さくら（軽米中１年）

▼カデット団体男子　優勝　軽米中

▼アマチュア男子

　　優勝　　高柳恒
つね

雄
お

（高柳）

　　準優勝　板橋義
よし

男
お

（下新町）

　　第３位　澤上努
つとむ

　佐藤慎
しん

吾
ご

（ともに観音林南）

▼一般男子

　　優勝　　池端蓮
れん

（軽米中３年）

　　準優勝　一條豊
とよ

樹
き

（軽米高２年）

　　第３位　平　昇
のぼる

（町卓球協会）

▼一般女子

　　準優勝　田代明
あか

莉
り

（軽米中３年）

　　第３位　古里由
ゆう

希
き

（町卓球協会）

　　　　　　袰主花
は

菜
な

（軽米中３年）



キキ
ララ

ララ

キキ

るるるるるるるるる光光

※
町
文
化
協
会
「
北
光
吟
社
」
の
例
句
会
よ
り
俳
句
を
紹
介
し
て
い
ま
す
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今
月
の
俳
句
（
北
光
吟
社
１
月
例
句
会
）

笑 顔 あ つ ま れ ！　 み ん な の 広 場

　

４
年
前
に
盛
岡
か
ら
Ｕ
タ
ー
ン

し
、
現
在
、
軽
米
幼
稚
園
で
保
育

補
助
員
と
し
て
働
く
下
斗
米
さ
ん
。

Ｑ
、
自
分
の
性
格
を
一
言
で
言
う
と
？

　

よ
く
笑
い
よ
く
泣
き
ま
す
。
涙
も

ろ
い
で
す
。

Ｑ
、
今
の
職
業
を
選
ん
だ
理
由
と
、

実
際
に
働
い
て
み
て
ど
う
で
す
か
？

　

子
ど
も
と
関
わ
る
仕
事
に
興
味
が

あ
っ
た
の
で
働
き
た
い
と
思
い
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
や
パ
ワ
ー

に
元
気
を
も
ら
い
な
が
ら
一
緒
に
成

長
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
、
趣
味
や
休
日
に
や
る
こ
と
は
？

　

楽
器
を
演
奏
す
る
こ
と
で
す
。
特

に
ホ
ル
ン
が
好
き
で
、
二
戸
吹
奏
楽

団
に
所
属
し
、
演
奏
会
や
コ
ン
ク
ー

ル
に
も
出
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
か
ら
い
っ
ぱ
い

元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す 下斗米　萌

もえ

 さん
（27歳、上新町）

身長158㌢、Ａ型

軽米幼稚園

　

他
に
、
絵
を
描
く
こ
と
も
好
き
で

す
。

Ｑ
、
町
を
ど
う
思
い
ま
す
か
？

　

空
家
や
空
き
店
舗
の
活
用
が
で
き

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
人
が
減
っ
て
き

て
い
る
の
で
、
軽
米
が
活
気
の
あ
る

町
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

▼
好
き
な
ス
ポ
ー
ツ
…
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、

　

ボ
ー
リ
ン
グ

▼
好
き
な
食
べ
物
…
鶏
の
か
ら
揚
げ
、

ホ
ヤ

▼
今
欲
し
い
も
の
…
カ
メ
ラ

▼
今
の
悩
み
は
…
あ
が
り
症
を
な
お

し
た
い
‼

▼
理
想
の
異
性
の
タ
イ
プ
…
包
容
力
が

あ
っ
て
、
笑
顔
が
素
敵
な
人
。
芸

能
人
だ
と
中
村
蒼
さ
ん
や
向
井
理

さ
ん
。

供供そ
な
そ
な

ええ
餅餅も

ち
も
ち

来
年
こ
そ
は

来
年
こ
そ
は
真真まま

んん
丸丸ま

る
ま
る

にに

川
﨑　

郁
子

川
﨑　

郁
子

孫
帰
り

孫
帰
り
疲疲つ

か
つ
か

れ
ど
っ
と

れ
ど
っ
と
出出でで

寝寝ねね

正正し
ょ
う

し
ょ
う

月月が
つ
が
つ

君
成
田　

美
代
子

君
成
田　

美
代
子

は
こ
べ
ら
の
延
び

は
こ
べ
ら
の
延
び
放放ほ

う
ほ
う

題題だ
い
だ
い

の
冬
ハ
ウ
ス

の
冬
ハ
ウ
ス

中
野　
と
き
子

中
野　
と
き
子

ひ
び
割
れ
の
二
人
に

ひ
び
割
れ
の
二
人
に
余余あ

ま
あ
ま

るる
鏡鏡

か
が
み

か
が
み

餅餅も
ち
も
ち

三
上　

千
栄
女

三
上　

千
栄
女

初初は
つ
は
つ

夢夢ゆ
め
ゆ
め

は
せ
め
て
な
す
び
と
願
い
し
が

は
せ
め
て
な
す
び
と
願
い
し
が

丹
下　

美
恵
子

丹
下　

美
恵
子

老老おお

う
我
の
顔
を
う
つ
し
て

う
我
の
顔
を
う
つ
し
て
初初は

つ
は
つ

鏡鏡か
が
み

か
が
み

川
島　

由
蔵

川
島　

由
蔵

母
遠
し

母
遠
し
息息そ

く
そ
く

災災さ
い
さ
い

祈
る
祈
る
去去ここ

年年ぞぞ

今今ここ

年年と
し
と
し

高
橋　

美
智
子

高
橋　

美
智
子

青
竹
の
い
ぶ
し
餅

青
竹
の
い
ぶ
し
餅
喰喰はは

む
ど
ん
と
祭

む
ど
ん
と
祭

千
葉　

紅
園

千
葉　

紅
園

寒寒か
ん
か
ん

大大だ
い
だ
い

根根こ
ん
こ
ん

夫
と
嫁
に

夫
と
嫁
に
任任ま

か
ま
か

せ
け
り

せ
け
り

早
川　

慶
子

早
川　

慶
子

人人
誘誘さ

そ
さ
そ

うう
凍凍いい

て
つ
く
山
は
美
し
く

て
つ
く
山
は
美
し
く

東　

登
希
枝

東　

登
希
枝

冬冬ふ
ゆ
ふ
ゆ

曇曇ぐ
も
り

ぐ
も
りと

び
行
く

と
び
行
く
鷺鷺さ

ぎ
さ
ぎ

の
白
さ
か
な

の
白
さ
か
な

千
葉　
ふ
み
子

千
葉　
ふ
み
子

寒
入
り
や

寒
入
り
や
養養よ

う
よ
う

生生じ
ょ
う

じ
ょ
う

法法ほ
う
ほ
う

のの
今今い

ま
い
ま

昔昔む
か
し

む
か
し

松
村　

英
子

松
村　

英
子

■夢・希望・えんぴつ■

　晴山小学校６年　晴山小学校６年

池端　主
ひ ろ

輝
き

 くん

（高清水）

　

ぼ
く
の
将
来
の
夢
は
料
理
人
で
す
。

家
族
を
見
て
そ
う
思
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

お
父
さ
ん
は
仕
事
に
ほ
こ
り
を
持
っ

て
、
農
薬
を
あ
ま
り
使
わ
な
い
自
然
農

法
で
、
人
の
体
に
優
し
い
野
菜
を
育
て

て
い
ま
す
。
そ
の
野
菜
を
食
べ
る
と
体

の
調
子
も
整
っ
て
、
よ
り
元
気
に
な
る

だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
野
菜
を

ぼ
く
が
お
い
し
く
料
理
し
た
ら
、
き
っ

と
お
父
さ
ん
も
う
れ
し
い
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
た
の
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
み
ん
な
を
元
気
に
さ
せ

て
く
れ
る
お
母
さ
ん
の
料
理
の
よ
う

に
、
ぼ
く
も
う
ま
く
料
理
が
出
来
た
ら

い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。お
母
さ
ん
は
、

野
菜
を
た
く
さ
ん
使
っ
た
天
ぷ
ら
が
上

手
で
す
。
ぼ
く
も
、
み
ん
な
が
普
段
か

ら
気
軽
に
食
べ
ら
れ
る
和
食
が
い
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

調
理
実
習
で
班
の
み
ん
な
と
作
っ
た

野
菜
の
ベ
ー
コ
ン
巻
を
、
家
族
に
も
作

っ
て
あ
げ
ま
し
た
。
手
順
が
よ
く
、
特

に
巻
く
作
業
は
手
際
が
い
い
と
ほ
め
て

も
ら
い
、
作
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま

し
た
。

　

ぼ
く
が
め
ざ
し
て
い
る
の
は
、
来
て

く
れ
た
人
た
ち
が
満
足
で
き
る
お
い
し

い
料
理
を
食
べ
さ
せ
て
あ
げ
て
、
元
気

を
あ
げ
ら
れ
る
料
理
人
で
す
。
食
べ
て

く
れ
る
人
、
野
菜
を
作
っ
て
く
れ
る
お

父
さ
ん
、
満
足
し
て
く
れ
た
様
子
を
見

る
ぼ
く
、
み
ん
な
が
料
理
を
通
し
て
幸

せ
な
気
持
ち
に
な
れ
た
ら
最
高
で
す
。

将

来

の

夢

冠婚葬祭　１月分　＜ 敬 称 略 ＞

山内大久保 小 笠 原 亀 雄 （93歳） 笹 渡 下　向　石太郎 (90歳)

上 円 子 大 崎 イ ト （80歳） 山 田 日 脇 吉 郎 (91歳)

向 川 原 大 村 ア キ （98歳） 蛇 口 西 舘 マ サ （87歳）

上 新 町 内　澤　　福　 （94歳） 観音林西 古 舘 キ ヨ （80歳）

下 新 町 中　家　弥三郎 （90歳） 車 門 菅 原 シ ズ （87歳）

向 川 原 大 谷 敬 子 （78歳） 上 円 子 宮 川 榮 吉 (79歳)

上 晴 山 小野寺　康　子 （68歳） 萩 田 工 藤 尚 希 (62歳)

牛 ケ 沢 安 藤 キ ク (94歳) 下 新 町 工 藤 清 子 (83歳)

笹 渡 向屋敷　市太郎 （91歳） 駒 板 林野下　ナ　ヨ （83歳）

向 川 原 高 田 ナ カ （85歳）

（　）内は満年齢

おくやみ

●人の動き ＜平成29年１月31日現在／町民生活課調べ＞

 男　 4,665人(－10) / 女　4,888人（ー15)

合計  9,553人(－25) / 世帯数 3,761(ー５)
※（　）は前月比

転入　７人（７人）/ 転出　17人（17人）

出生　５人（５人） / 死亡　20人（20人）
※（　）は１月からの累計

おめでた
（　）内は父母の名

上 新 町 菊 地 華
か

乃
の

（努・真知子） 上 舘 須　藤　　 柊
しゅう

　 （勝太・智子）

河 北 小　林　　詩
うた

　 （誠・佳奈） 上 舘 野　田　　 紅
くれな

　 （広則・涼香）

上 円 子 淺 水 乃
の

綾
あ

（雅之・幸恵）
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お役立ち情報

ー今月の新刊ー

　観賞目的の花ウメを中心に、
梅園や庭木としてよく植えられ
ている品種や見栄えのよいもの
を選出し、系統や性の分類、花
期の目安、花の大きさなどを写
真とともに掲載。

　拓海と啓、雪丸、国実は田舎
に住むお騒がせ４人組。小学校
最後の夏、花火大会の夜に、彼
らは想像を絶するほどの後悔を
知る―。それから約 20 年、あ
の日の謎に決着をつける時が。

【児童書】
【一般書】

作・絵 /土屋富士夫

作・絵/エマ・チチェスター・
クラーク　訳/こだまともこ （

文
一
総
合
出
版
）

（
新
潮
社
）

　犬のデイジーはある朝、目を
覚ますと天国にいました。下の
世界を見てみると、飼い主の男
の子アーサーが泣いていて…。
「ペットの死」というテーマを
暖かな目線で描いた絵本。

書館だより図 町立図書館（☎４６－４３３３）

（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
）

（
徳
間
書
店
）

夏をなくした少年たち

なかないで、アーサー ウメハンドブック

著/生馬直樹

図書館利用案内
[開館時間]<火～金> 9:00 ～ 18:30　<土・日> 9:00 ～ 17:00
　どなたでも利用できます。お気軽にご利用ください。

～入学期の交通事故防止～

二戸警察署軽米駐在所（☎４６－２００４）

活安全の森生

麻しん風しんの予防接種について

丈夫に丈夫に
育つ育つ

元気に元気に
働く働く

健やかに健やかに

過ごす過ごす 健康福祉課健康づくりグループ（☎４６－４１１１）

※（累計）は１月からの合計です。見直しにより前月の数値と異なる場合があります

１月の事故と救急の数字

▼町内の交通事故、救急車出動回数
当月 累計 昨年比

人 身 事 故 ０件 ０件 ±０

死 亡 者 ０人 ０人 ±０

負 傷 者 ０人 ０人 ±０

物 損 事 故 19件 19件 －８

救急車出動回数 37回 37回 －10

　麻しんと風しんに対する免疫を人工的につける

のが予防接種です。

　麻しん（はしか）は、非常に感染力が強い病気

です。発熱と咳などの風邪に似た症状で始まり、

数日経過して顔面、首から始まって全身に発疹が

でます。合併症として脳炎や肺炎を引き起こすこ

ともあるので注意が必要です。

　風しん（３日はしか）の主な症状は、全身の発

疹、発熱、首や耳のリンパ節が腫れることです。

妊娠初期に風しんにかかると生まれてくる赤ちゃ

んに高い確率で聴力障がい、白内障、心疾患など

がみられます。妊娠する前に予防接種を済ませて

おくこと、妊婦の周囲の人が風しんにかからない

ことも大切です。

　定期接種は、１歳から2歳未満の間に1回目、

小学校入学前1年間の間に2回目です。

　麻しんは、１～２歳のときにかかりやすいので

1歳になったらできるだけ早く1回目のワクチン

接種をうけましょう。

　赤ちゃんを守ってくれる大切なワクチンです

が、定期接種の対象期間を過ぎると無料で受けら

れなくなります。小さい時期は受けるべき予防接

種が沢山あるので母子健康手帳を見直し、受け忘

れることがないようにしてください。万が一、受

け忘れがおきた時は、かかりつけの医師に相談し

てスケジュールを組みなおしましょう。

※町では大人(20歳～49歳)への麻しん風しん予

米病院だより軽 岩手県立軽米病院（☎４６－２４１１）

内 科 予 約 制
　今年の4月から、内科医が1人に減り、軽米

病院は医師3人体制となることになりました。

退職する医師の補充が出来なかったためです。

　これまでにない厳しい体制となります。

　これまでは、一部のみ予約制としており、そ

のほかはいつでも受診できました。そうする

と、雨で農作業ができない日や健診の結果が届

いたときに患者さんが集中する傾向がありまし

た。内科医が減るため、均等に患者さんが来な

いと対応できなくなり、その後の病棟の仕事も

出来なくなります。そこで、内科外来を予約制

とすることにしました。さすがに軽米病院は大

変だということで近隣の病院からの応援の先生

は増えますが、いずれ常勤の医師が来るまでは

非常事態が続きます。

　また、薬が切れた、発熱したなどで、これま

では午後にくる患者さんもいましたが、午後

は、病棟での回診、指示出しなどの業務が一人

の内科医にかかってくるため、外来に降りるの

が難しくなります。救急車などの限られた患者

の対応で精いっぱいになると思われます。軽症

者は近くの開業の先生にお願いすることもある

かもしれません。ご協力をお願いいたします。

妖怪いじわるシャンプー

▼１月の飲酒運転検挙者はありません

　冒険に出た海で遭難したひで
くんでしたが、何とか南の島に
上陸！その島はシャンプー島と
よばれていて、シャン・プー大
王と家来のコン・ディーが歓迎
してくれたけれど…。

著/大坪孝之　写真/亀田龍吉

　間もなく新入学期を迎えます。

　入学・入園を迎えた子どもたちは行動範囲が広

がるため、交通事故に遭う危険性も高まります。

保護者や周囲の大人が手本となり、子どもを交通

事故から守りましょう。

【保護者の皆さんへ】

・　通園や通学に使う道路や頻繁に出入りする道

　路を実際に子どもと一緒に歩き、危険な場所や

　注意が必要な場所を確認しましょう。

・　道路を横断するときは、遠回りでも横断歩道

　を利用させましょう。

・　道路を横断するときは「横断前に止まる・左

　右を見る・車の通過を待つ」を習慣づけ、安全

　な横断の仕方を具体的に教えましょう。

・　青信号に従って通行するときでも、必ず安全

　確認をするように教えましょう。

・　車の陰や道路で遊ぶ危険性を理解させ、遊ば

　せないようにしましょう。

・　自転車は身体に合ったものを選び、乗るとき

　には必ずヘルメットを着用させましょう。

【ドライバーの皆さんへ】

・　運転中に子どもの姿を見かけたら、飛び出し

　などの危険を予測して、いつでも止まれるよう

　に減速し、安全な間隔で運転しましょう。

・　交差点を曲がるときは、歩道から駆け出して

　くる子どもがいないかよく確認しましょう。

健康福祉課
保健師

　瀧澤　さやか

防接種の助成を行っています。

（県立軽米病院で予防接種を受けた

方へ、1人1回3,000円の助成）

※入荷するワクチンが全国的に不足

しています。県立軽米病院に事前に

予約をしてから受診しましょう。

　不明な点は健康福祉課健康づくり

グループ（☎４６－４１１１）にお

問い合わせください。

てんごくにいったいぬのおはなし

　外科、小児科はこれまで通りの

体制です。

　疑問の点は、病院にお問い合わ

せください。

（院長　横島孝雄）
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安倍川、きな粉、クルミなどおいしそうなお

餅がいっぱいできあがりました

土地家屋に関する
無料相談を実施

　４月１日「表示登記の日」を

記念して下記のとおり無料相談

を行います。

■日時：４月１日（土）

　　　　10：00～15：00

■場所：二戸市シビックセンター

■相談内容：

▼土地の文筆、合筆、地目変

「おいしいね」お家の人と並んで一緒に食べ

ました

仙台国税局の職員募集

■職種

　　国税専門官

■受付期間

　　３月31日（金）

　　　～４月12日（水）まで

※　インターネットでの申し込

　みとなります。

平成 29 年度
国家公務員採用試験

　人事院事務局では、平成29

年度の国家公務員採用試験を行

います。試験の区分や各期日な

ど詳しくは人事院ホームペー

ジ（http://www.jinji.go.jp/

saiyo/saiyo.htm）でご確認く

ださい。

東北地区国立大学法人等
オープンセミナー

■日時：３月16日（木）

　　　　　15：00～17：00

■会場：岩手大学

■内容：職員採用試験の概要、

　　大学の概要と業務内容、先

　　輩職員の体験談、職員によ

　　る個別相談会

■その他：事前予約が必要です

　　ので、専用フォーム（htt

　　p://www.bureau.tohok

　　u.ac.jp/shiken/）からお

　　申し込みください。

【問い合わせ先】東北地区国立

大学法人等職員採用試験実施委

員会採用試験事務室（☎０２２

－２１７－５６７６）

味
あじ

彩
さい

お膳・折詰・弁当・オードブルお膳・折詰・弁当・オードブル
お祝いごとやご法事等にお祝いごとやご法事等に
お気軽にお電話くださいお気軽にお電話ください

手造りの店☎☎４６－３６８０４６－３６８０

（
広
告
ス
ペ
ー
ス
）

ふれあい看護体験

■実施期間

　５月７日（日）～13日（土）

■実施施設

　病院、訪問看護ステーショ

　ン、市町村保健センター、介

　護福祉施設など

■申込方法

　下記へお電話ください。

■申込期限：３月28日（火）

【問い合わせ先】公益社団法人

岩手県看護協会ナースセンター

事業部（☎０１９－６６３－

５２０６）

更、地積更正登記 ▼建物の新

築、増築、滅失登記 ▼土地、

建物の調査測量 ▼境界問題

【問い合わせ先】岩手県土地家

屋調査士会二戸久慈支部大村義

明（☎４６－２０２７）

■第一次試験日

　　６月11日（日）

【問い合わせ先】仙台国税局人

事第二課試験研修係（☎０２２

－２６３－１１１１）

ＭＯＯＮ
ム ー ン

ヘアーサロン
★受付時間★　

　7：00～ 20：00

　（火曜日は定休日です）

★住所★

　軽米町晴山19-24-5

☎４３－４２５２　担当：下岩愛子

青い壁が目印です。お気軽にいらしてください。

お知らせお知らせ
情　報情　報
Information

（
広
告
ス
ペ
ー
ス
）

　※広報かるまい広報かるまいではでは、町内、町内のの業者業者などのなどの広告を広告を掲載しています掲載しています

　

二戸クリニック

（☎25-5770）

二戸市

石切所

宮沢歯科医院

（☎46-2953）

軽米町

元屋町

すがわら消化器内科

（☎23-2879）

二戸市

福　岡

曽根歯科医院

（☎27-3108）

二戸市

金田一

金田一診療所

（☎27-2205）

二戸市

金田一

渡辺歯科医院

（☎23-2052）

二戸市

堀　野

むらかみ医院いたみの

クリニック（☎48-1500）

軽米町

岩　崎

国香歯科医院

（☎23-2223）

二戸市

福　岡

よこもり眼科クリニック

（☎22-2230）

二戸市

堀　野

菅原歯科クリニック

（☎23-1180）

二戸市

福　岡

３月19日（日）

20日（月）

26日（日）

４月２日（日）

９日（日）

休日当番医 歯科(9:00～12:00)内 科(9:00～17:00)

16 木

17 金

18 土

19 日

20 月 【春分の日】

21 火

22 水 まちの相談室【物産交流館】9：30～11：30

23 木

24 金

25 土

26 日

27 月

28 火 教育相談【公】9：00～15：00

29 水

30 木

31 金

1 土

2 日

3 月
胃がん検診【高家生活改善センター、笹渡農
業構造改善センター】6：00～8：30

4 火 胃がん検診【ふ】6：00～8：30

5 水
胃がん検診【小軽米生活改善センター】6：00
～8：30

6 木
胃がん検診【大清水地区活性化センター】6：00
～8：30

7 金 胃がん検診【晴山公民館】6：00～8：00

8 土 胃がん検診【環】6：00～9：00～９日

9 日

10 月
胃がん検診【円子生活改善センター】6：00～
8：30

11 火

12 水 乳児健診【ふ】13：00～

13 木

14 金

15 土

町のこよみ町のこよみ・かるまいカレンダーかるまいカレンダー

４月　April

 （カレンダー中の【　】は開催場所で下記のとおり表示します）

体 :町民体育館　環 :農村環境改善センター　公 :中央公民館　

図:町立図書館　病:県立軽米病院　ふ:健康ふれあいセンター　

老:老人福祉センター　フ:雪谷川ダムフォリストパーク・軽米　

ミ :ミレットパーク　歴 :歴史民俗資料館　ハ :ハートフル・ス

ポーツランド　運:町営運動場　ゲ:ゲートボール場　

３月　March もちフェス2017

（2/17、小軽米小学校）

スナップ写真館スナップ写真館

自分たちで育てたもち米を使って餅つき

　国民年金は、日本に住む20歳以上60歳未満のすべての人

が加入する制度です。届出は加入するときだけでなく、次の

ようなときにも必要です。もし、届出をしなければ年金額が

少なくなったり、受けられなくなる場合がありますので、忘

れずに届出をしましょう。

○　20歳になったとき（厚生年金や共済年金加入者を除く）

○　会社を退職したとき（厚生年金や共済年金加入者の場合）

○　配偶者に扶養されていたが、配偶者が厚生年金、共済年

　金を辞めたとき

　詳しくは、二戸年金事務所（☎２３－４１１１）、役場町

民生活課（☎４６－４７３４）にお問い合わせください。

こんなとき、届出が必要です

もっと知ろうもっと知ろう
みんなの国民年金みんなの国民年金

世界の米料理や米作りで学んだことなどを

グループごとに発表しました

ほ っ と ひ と い き
編　集　後　記

　生涯学習フェスティバルをカラーで

お伝えするために、今月号の編集後記

はこちらへお引越しです。

　個性豊かなステージ発表を披露して

くれた皆さんをはじめ４～５ページの

記事と併せて、子どもから高齢者の方

まで生涯を通して様々な学習があり、

新たな扉を開くことも伝統を守ってい

くことも全て、挑戦する気持ちが大切

なのだと感じました。

　町の大きなイベントも落ち着き、３

月はまとめの季節。４月から新たなス

タートを切るべく、私は仕事のまとめ

と机の片付けに挑戦します。（小笠原）
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※広報誌内において、お名前が俗字であっても正字で
　記載される場合がありますので、ご了承ください。

第第1515回生涯学習フェスティバル回生涯学習フェスティバル

①軽米高校吹奏楽部の演奏

②③軽米幼稚園さくら組による遊戯「絵
　日傘咲いた」と「いくぜよ龍馬」

④伝楽坐による演劇「座敷わらし」

⑤かしましＹＹＫによる踊り「バサラ」

⑥ＳＣマネージャーによる朗読劇

⑦つくしの会による踊り「津軽恋女」

①

　

今
年
で
15
回
目
を
数
え
る
軽
米

町
民
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

が
２
月
５
日
、
町
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

18
組
延
べ
２
１
０
人
が
踊
り
や
神

楽
、
演
奏
に
演
劇
と
、
日
ご
ろ
の

練
習
の
成
果
を
披
露
し
、
６
時
間

に
わ
た
る
ス
テ
ー
ジ
発
表
に
、
会

場
へ
訪
れ
た
５
１
０
人
の
観
客
か

ら
は
大
き
な
拍
手
と
歓
声
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　

観
音
林
ち
か
ら
太
鼓
の
演
奏
で

幕
を
開
け
た
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

は
、
幼
稚
園
児
の
か
わ
い
ら
し
い

遊
戯
や
演
劇
衆
団
「
伝
楽
坐
」
に

よ
る
笑
い
あ
ふ
れ
る
演
劇
な
ど
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
常
連
組
の
発
表

の
ほ
か
に
も
、
朗
読
劇
や
ピ
ア
ノ

演
奏
な
ど
、
個
性
あ
ふ
れ
る
発
表

が
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

②③

④

⑤⑥

⑦

軽米町生涯学習の町宣言30周年記念軽米町生涯学習の町宣言30周年記念
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